
ー Vol.21 ー

102008.3  № 3711

　

３
５
０
年
前
の
文
献
に
も
見
ら
れ

る
久
田
和
紙
は
、
古
く
か
ら
生
産
さ

れ
て
い
た
久
田
地
区
の
特
産
品
だ
っ

た
。
コ
ウ
ゾ
の
み
を
使
っ
た
丈
夫
で

染
み
の
な
い
和
紙
と
し
て
重
宝
さ
れ

て
い
た
が
、
洋
紙
の
普
及
に
押
さ
れ

大
正
初
期
に
廃
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
郷
土
史
家
の
坂
下
喜

久
次
氏
（
宮
犬
）
が
そ
の
技
術
を
発

掘
、
昭
和
63
年
に
小
間
生
小
学
校
の

体
験
学
習
と
し
て
復
活
し
た
。

　

小
間
生
小
学
校
で
受
け
継
が
れ
て

き
た
「
久
田
和
紙
」
の
存
続
は
、
小

学
校
の
閉
校
に
よ
っ
て
再
び
危
機
を

迎
え
る
。
こ
の
技
術
を
地
域
に
残
し

た
い
と
考
え
た
山
下
ミ
チ
子
教
頭

（
当
時
）
は
、
地
域
に
呼
び
か
け
8

回
に
わ
た
る
生
涯
学
習
会
を
開
催
。

講
師
を
務
め
た
の
は
6
年
生
の
児
童

だ
っ
た
。
こ
の
学
習
会
に
参
加
し
、

和
紙
づ
く
り
の
工
程
を
一
通
り
経
験

し
た
15
人
は
、
久
田
和
紙
の
伝
統
を

継
承
し
て
い
こ
う
と
「
み
わ
会
（
銖

藤
正
雄
会
長
）」
を
結
成
し
た
。
み

わ
会
は
、
な
ご
や
か
な
会
話
、
広
が

る
輪
、
楽
し
い
和
紙
づ
く
り
と
い
う

３
つ
の
「
わ
」
を
掲
げ
、
紙
す
き
体

験
な
ど
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
和

紙
づ
く
り
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。

　
「
コ
ウ
ゾ
か
ら
の
和
紙
づ
く
り
を

ぜ
ひ
や
っ
て
み
た
か
っ
た
」
と
当
時

を
振
り
返
る
干
場
久
子
さ
ん
。
実
際

に
和
紙
づ
く
り
を
経
験
し
「
原
木
か

ら
苦
労
し
て
作
る
和
紙
は
、
牛
乳

パ
ッ
ク
で
作
る
和
紙
と
は
全
然
違
う

と
感
じ
た
」
と
い
う
。

　

干
場
さ
ん
は
、
み
わ
会
結
成
当
時

か
ら
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

し
、
会
の
中
で
も
「
ピ
カ
イ
チ
」
と

い
わ
れ
る
ほ
ど
和
紙
づ
く
り
の
技
術

が
高
い
。
紙
す
き
体
験
教
室
の
指
導

で
も
中
心
的
存
在
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
技
術
の
高
さ
は
石
川
県
の
「
ふ

る
さ
と
の
匠
」
と
し
て
認
定
さ
れ
る

ほ
ど
だ
。

　

和
紙
づ
く
り
は
原
料
と
な
る
コ
ウ

ゾ
採
集
か
ら
始
ま
る
。「
原
木
を
採
っ

て
き
て
か
ら
叩
い
て
細
か
い
繊
維
に

す
る
ま
で
、
8
つ
の
工
程
を
一
気
に

や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
苦
労
も

あ
る
し
重
労
働
」と
話
す
干
場
さ
ん
。

「
み
ん
な
と
ワ
イ
ワ
イ
や
る
か
ら
で

き
る
。
一
人
じ
ゃ
絶
対
で
き
な
い
仕

事
」
な
の
だ
と
い
う
。
コ
ウ
ゾ
の
加

工
は
主
に
農
作
業
が
終
わ
っ
た
晩
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
行
わ
れ
、
紙
す
き

を
す
る
ま
で
保
存
さ
れ
る
。

　

和
紙
の
出
来
を
左
右
す
る
作
業
は

や
は
り
「
紙
す
き
」。「
薄
く
、
均
等

に
な
る
よ
う
微
妙
な
手
加
減
が
必

要
」
と
い
う
こ
と
だ
。「
慣
れ
れ
ば

誰
で
も
出
来
る
」
と
笑
う
干
場
さ
ん

だ
が
、
仲
間
か
ら
は
「
干
場
さ
ん
の

す
い
た
紙
は
や
っ
ぱ
り
違
う
。
熟
練

の
技
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

柳
田
中
学
校
で
は
、
3
年
前
か
ら

久
田
和
紙
を
使
っ
た
卒
業
証
書
作
り

を
体
験
し
て
い
る
。「
今
ま
で
は
紙

す
き
だ
け
の
体
験
だ
っ
た
け
ど
、
今

年
は
コ
ウ
ゾ
採
り
か
ら
全
て
の
工
程

を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
生
徒
た
ち

は
本
当
に
楽
し
そ
う
に
作
業
し
て
い

た
」
と
い
う
。「
原
木
か
ら
紙
を
作

る
大
変
さ
も
分
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、

自
分
で
苦
労
し
て
作
っ
た
卒
業
証
書

を
絶
対
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と

願
っ
て
い
る
。

　
「
山
下
先
生
の
思
い
を
継
い
で
、

和
紙
づ
く
り
を
で
き
る
だ
け
長
く
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
す
干
場
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く

和
紙
を
作
り
な
が
ら
、
地
域
の
大
切

な
文
化
を
伝
承
し
て
い
く
。

和
紙
を
作
る　

M
ade  in  O

M
O
U

和紙から生まれる作品　Work
和紙づくりとともに作品づくり
も行っている。主な作品は造花、
人形、切り絵、しおりなど。

【写真の説明】
5ひな人形（右頁下）を制作中。
6バラやユリなど造花の色・
種類もさまざま。
7仲間と協力し、楽しみなが
ら作られる作品には、和紙なら
ではの温かみがある。 和紙の原料は「楮（コウゾ）」。冬の間に①原木

採集②原木を切り約 4 時間蒸して樹皮をはぐ
③黒い部分をそぎとる④２～３日水に浸して水
洗いする⑤ソーダ灰を入れ約 4 時間煮る⑥２
～３日水に浸して水洗いする⑦ゴミや傷などを
取り除く⑧棒で叩き繊維を細かくするーという
８つの工程を経てから紙すきが行われる。

【写真の説明】
1保存されている原料を水に浸しかき混ぜる。
2紙すきは紙の厚さに応じて２～ 3 回。均等
にするには熟練の技が必要。
3すいた紙の水分を絞るため圧力を均等にか
けて布ではさむ。
4板に並べてから乾燥させれば和紙の完成。

和紙づくりの匠

干場 久子さん
Hoshiba Hisako（69 歳・小間生）
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歴
史
あ
る
久
田
和
紙
の
復
活

小
学
校
か
ら
地
域
へ

重
労
働
な
和
紙
づ
く
り

地
域
の
宝
物
と
し
て

※和紙づくりを体験したい場合は、小間生公民館☎ 76-0275 までお問い合わせください。

地
域
の
伝
統
を

引
き
継
い
で

い
き
た
い

－

。
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能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

二
田
早
智
子
（
能
都
中
）

佐
々
木
真
子
（
能
都
中
）

全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
準
優
勝

佐
小
田
孝
一
（
珠
洲
実
業
高
）

秋
田
わ
か
杉
国
体
陸
上
棒
高
跳
び
競
技

準
優
勝

田
中
成
美
（
金
沢
西
高
）

小
宿　

咲
（
津
幡
高
）

秋
田
わ
か
杉
国
体
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

競
技
第
3
位

寺
下
将
司
（
小
松
市
立
高
）

高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
第
３
位

菊
田
泰
子
（
金
沢
学
院
大
）

全
日
本
大
学
対
抗
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
63
㎏
級
準
優
勝

菊
田
裕
子
（
早
稲
田
大
）

世
界
大
学
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選

手
権
大
会
75
㎏
級
準
優
勝

川
原
智
恵
子
（
日
本
体
育
大
）

全
日
本
大
学
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
団
体
準
優
勝

川
口
晶
子
（
早
稲
田
大
）

全
日
本
大
学
対
抗
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
団
体
第
３
位

坂
下
昭
徳
（
能
登
町
役
場
）

全
国
選
抜
社
会
人
相
撲
選
手
権
大
会
団

体
優
勝

能
登
町
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

大
屋
健
一
（
鵜
川
小
）

清
水
寛
生
（
鵜
川
小
）

北
信
越
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド

ア
大
会
優
勝

橋
本　

遥
（
鵜
川
小
）

中
田
依
緒
里
（
鵜
川
小
）

県
小
学
生
学
年
別
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン

ド
ア
大
会
優
勝

西　

か
え
で
（
柳
田
小
）

県
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会
優
勝

夏
畑
敬
之
（
鵜
川
中
）

清
水
基
善
（
鵜
川
中
）

県
中
学
校
選
抜
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
優

勝大
井　

凌
（
能
登
青
翔
高
）

県
高
校
総
体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
優
勝

野
口
茉
衣
（
能
都
北
辰
高
）

畠
中
愛
美
（
能
都
北
辰
高
）

県
高
校
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
優
勝

西
中
竜
馬
（
飯
田
高
）

北
信
越
高
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
選
手
権
大
会
69
㎏
級
優
勝

藤
本
優
香
（
飯
田
高
）

田
中
千
晶
（
飯
田
高
）

県
選
抜
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
優
勝

室
峰　

歩
（
珠
洲
実
業
高
）

県
高
校
総
体
陸
上
砲
丸
投
げ
競
技
優
勝

川
端
ゆ
り
か
（
珠
洲
実
業
高
）

県
高
校
総
体
陸
上
円
盤
投
げ
競
技
優
勝

佐
野
浩
行
（
珠
洲
実
業
高
）

北
信
越
高
校
体
育
大
会
陸
上
ハ
ン
マ
ー

投
げ
競
技
優
勝

坂
下
雅
英
（
金
沢
星
稜
大
）

北
信
越
学
生
剣
道
優
勝
大
会
団
体
優
勝

嶋
垣
英
和
（
能
登
町
役
場
）

県
相
撲
選
手
権
大
会
個
人
優
勝

新
平
浩
之
（
ニ
ッ
コ
ー
）

高
山
知
之（
日
本
デ
リ
バ
リ
ー
フ
ー
ズ
）

高
山
泰
英
（
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ポ
ー
ツ
）

高
宮
大
介
（
能
都
北
辰
高
）

坪
根
俊
幸
（
能
都
北
辰
高
）

秋
田
わ
か
杉
国
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技

出
場

【
団
体
】

能
登
町
相
撲
教
室

　

橋
本
修
弥
（
宇
出
津
小
）

　

坂
口
祐
哉
（
松
波
小
）

　

木
谷　

匠
（
松
波
小
）

　

坂
口
柾
起
（
松
波
小
）

県
少
年
相
撲
選
手
権
大
会
優
勝

小
木
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

里
出
ち
あ
き　

石
崎
晴
香

　

森
屋
莉
恵　
　

西
原
め
ぐ
み

　

釣
谷
帆
奈
未　

津
雲
遥
香

　

干
場
愛
子　
　

中
町
幸
奈

　

中
山
加
菜　
　

藤
田
杏
樹

　

波
瀬
こ
の
み　

岩
﨑
仁
美

　

萩
野　

悠　
　

新
谷
菜
月

　

坂
東
優
花　
　

篠
塚
瑞
希

　

岡
田
菜
摘　
　

広
瀬
佳
香

　

北
野
春
菜　
　

森
屋
彩
央
理

県
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

鵜
川
中
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

夏
畑
敬
之　
　

清
水
基
善

　

寺
下
洸
平　
　

馬
場
准
樹

　

元　

成
海　
　

浜
高
彰
仁

　

紺
谷
智
仁　
　

中
田
大
雅

鵜
川
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

木
村
優
里　
　

善
野
由
希
栄

　

元　

悠
香　
　

谷
内
美
咲

　

浅
田
早
稀　
　

橋
本
麻
衣

　

下
畠
尚
子　
　

大
屋
京
子

県
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
優
勝

能
都
中
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

二
田
早
智
子　

佐
々
木
真
子

　

山
田
理
香
子　

谷
内　

萌

　

尾
上　

遥　
　

寺
越
由
紀
子

　

佐
々
木
美
和　

山
瀬　

侑
希

北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
優
勝

能
登
青
翔
高
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

大
井　

凌　
　

今
川
健
太

　

奥
村　

司

県
高
校
新
人
体
育
大
会
優
勝

能
都
北
辰
高
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

高
宮
大
介　
　

坪
根
俊
幸

　

柳
本
篤
二　
　

青
木
宏
義

　

川
端
光
明　
　

下
畠
慎
也

　

灰
外
陵
平　
　

中
野
貴
仁

県
高
校
総
合
体
育
大
会
優
勝

能
都
北
辰
高
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

野
口
茉
衣　
　

畠
中
愛
美

　

丸
谷
幸
代　
　

畠
中
さ
ゆ
り

　

濱
野
由
香　
　

紅
屋
来
美

　

中
村
真
子　
　

増
田　

茜

　

宮
崎
千
暁

県
高
校
新
人
体
育
大
会
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

薩
摩
定
久（
町
剣
道
協
会
・
故
人
）

山
崎
幹
男
（
町
野
球
協
会
）

第１回

臨時会

議
会
観
光
施
設
な
ど
６
施
設
の
指
定
管
理

者
が
決
定
。真
脇
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
、縄

文
真
脇
温
泉
浴
場
は
今
後
1
年
間
で

存
続
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
。

6
施
設
の
指
定
管
理
者
な
ど

報
告
1
件
、
議
案
7
件
を
審
議

　

能
登
町
議
会
第
１
回
臨
時
会

が
２
月
12
日
に
行
わ
れ
、
専
決

処
分
さ
れ
た
平
成
19
年
度
補
正

予
算
の
報
告
1
件
、
公
の
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
な
ど
議
案
7
件
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
議
案
に
つ
い
て
は
、
議
員
12

人
か
ら
指
定
方
法
や
指
定
基
準

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
報
告
1
件
を
承
認

し
た
あ
と
、
指
定
管
理
に
関
す

る
議
案
4
件
に
つ
い
て
1
件
ご

と
に
起
立
採
決
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
１
件
が
起

立
全
員
、
３
件
が
起
立
多
数
で

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
の
議
案
に
つ
い

て
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

【
承
認
さ
れ
た
報
告
】

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
▽
平
成
19
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
号
）

＝
灯
油
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て

高
齢
者
世
帯
な
ど
に
対
す
る
灯

油
購
入
費
の
助
成
を
行
う
た
め

５
６
１
万
６
千
円
を
追
加
。

【
可
決
さ
れ
た
議
案
】

平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
8
号
）
▽
債
務
負
担
行

為
、
ふ
れ
あ
い
の
里
施
設
指
定

管
理
料
（
管
理
施
設
）
の
限
度

額
を
平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度

ま
で
1
億
１
７
０
０
万
円
と
す

る
。

平
成
19
年
度
観
光
施
設
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
▽
債

務
負
担
行
為
、
ふ
れ
あ
い
の
里

施
設
指
定
管
理
料（
営
業
施
設
）

の
限
度
額
を
平
成
20
年
度
か
ら

22
年
度
ま
で
６
０
０
０
万
円
と

す
る
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
▽
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
山
び
こ
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
㈱
山
び
こ
＝
能
登
町
＝
に
指

定
す
る
。
指
定
期
間
3
年
間
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
▽
ふ
れ
あ
い
の
里

施
設
（
管
理
施
設
＝
柳
田
植
物

公
園
な
ど
、
営
業
施
設
＝
レ
ス

ト
ラ
ン
花
菖
蒲
な
ど
）
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
朝
日
建
物
㈱
、

㈱
ア
ド
バ
ン
ス
社
、
㈱
メ
デ
ィ

ア
ン
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
3
社

の
グ
ル
ー
プ
＝
金
沢
市
＝
に
指

定
す
る
。
指
定
期
間
3
年
間
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
▽
ラ
ブ
ロ
恋
路
、

国
民
宿
舎
能
登
う
し
つ
荘
、
国

民
宿
舎
能
登
や
な
ぎ
だ
荘
（
付

属
施
設
含
む
）
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
㈶
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公

社
＝
能
登
町
＝
に
指
定
す
る
。

指
定
期
間
3
年
間
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
▽
真
脇
ポ
ー
レ

ポ
ー
レ
、縄
文
真
脇
温
泉
浴
場
、

真
脇
遺
跡
公
園
の
管
理
運
営
に

つ
い
て
㈶
能
登
町
ふ
れ
あ
い
公

社
に
指
定
す
る
。
指
定
期
間
を

1
年
間
と
し
、
期
間
内
に
今
後

の
方
向
性
を
検
討
す
る
。

「
平
成
19
年
度
能
登
町
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
（
松
波
処

理
区
）
処
理
場
土
木
建
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

の
議
決
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

▽
契
約
金
額
を
７
９
８
万
円
増

額
す
る
。

▼

縄
文
真
脇
温
泉

故
仲
前
正
夫
さ
ん
に

『
旭
日
単
光
章
』を
伝
達

旧
能
都
町
の
議
会
議
員
を

長
年
務
め
、
昨
年
11
月

に
死
去
し
た
仲
前
正
夫
さ
ん

（
享
年
81
）
＝
宇
出
津
＝
に
旭

日
単
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
8
日
に
行
わ
れ
た
伝
達

式
で
は
、
持
木
町
長
か
ら
妻
の

き
く
さ
ん
（
76
）
に
叙
勲
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。

　

仲
前
さ
ん
は
、
昭
和
55
年
か

ら
平
成
12
年
ま
で
能
都
町
議
会

議
員
を
務
め
、
そ
の
間
教
育
民

生
常
任
委
員
長
、
産
業
建
設
常

任
委
員
長
、
広
報
編
集
特
別
委

員
長
、
監
査
委
員
な
ど
を
歴
任

し
、
能
都
町
の
教
育
や
文
化
、

福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
ま
し

た
。
ま
た
平
成
４
年
３
月
か
ら

副
議
長
と
し
て
2
年
間
、
平
成

８
年
か
ら
は
議
長
を
１
年
１
カ

月
間
務
め
ま
し
た
。

　

叙
勲
を
伝
達
し
た
持
木
町
長

は
「
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。
仲
前
さ
ん
の
功
績
は

ず
っ
と
受
け
継
が
れ
ま
す
」
と

議
員
時
代
を
振
り
返
り
な
が
ら

き
く
さ
ん
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。

　叙勲の伝達を受けた仲前きくさん（写真左）。生前
の正夫さんについて「昔人間で無口な人でした」と振
り返り、叙勲については「とてもうれしいことです。
しっかり報告したい」と話しました。

平成 19 年度能登町スポーツ表彰式が
2月 22 日、能都庁舎で行われ、今年
度全国大会や県大会などで活躍した選
手約 100 人が表彰を受けました。



Event  of  Town

新鮮な魚料理を食べ、大漁を祈願する日の出大敷の関係者

１年間の安全と豊漁を祈願する
起舟

　2月 11 日、漁師の伝統行事である起舟が町内各地で行われ

ました。起舟は舟の仕事始めを意味し、昔正月前後に休漁し浜

に揚げてうつぶせにしていた舟を、起こして漁に出たことが語

源とされています。起舟の方法はさまざまですが、一般的に網

元が乗組員らを集め、海の神様である金比羅様や恵比須様に今

年の豊漁と安全を祈願し、新鮮な魚料理でもてなします。また

漁船には鮮やかな大漁旗が掲げられます。

　鵜川日の出大敷でも、漁を終えてから乗組員や関係者が事務

所に集まり、ブリの刺身やタラ汁などで起舟を祝っていました。

　14 歳の少年少女が自らが望む将来への志を立て健康な心身

を作ることを目的に開かれる「立志の集い」が 2月 14 日、能

都庁舎で行われ、町内の中学 2年生 176 人が参加しました。

　山内公隆くん（松波中）が「自分の将来のため、夢を持つこ

とを誓います」と誓いの言葉を述べたあと、能登町出身で東京

を中心に活躍する写真家梅佳代さんの講演が行われました。梅

さんは、自分が写真家を志したきっかけなどを話しました。

　「写真は愛です」「家族を大切に」など、笑いに包まれた講演

の中にも、梅さんならではのメッセージが込められていました。

梅佳代さんが志したものは写真
立志の集い

　国の平和と安全のため、厳しい訓練と任務にあたる自衛隊。

４月から新たに入隊する能登町出身の若者たちの激励会が２月

13日に能都庁舎で行われ、関係者ら 20人が出席しました。

　入隊予定者に対し持木町長や自衛隊石川地方協力本部の山口

裕康本部長から体調管理に留意し、あきらめることなく自分の

目標に向かって進んでほしいと激励の言葉が贈られました。こ

れに応え、陸上競技で培った体力を生かしたいと入隊を希望し

た川端ゆりかさん（珠洲実高・宇出津）が「地域に貢献できる

よう早く一人前になりたい」と６人を代表し決意を述べました。

陸上、海上と進む分野は違っても彼らの目指す道はひとつ

我が国の安全と世界平和のため
自衛隊入隊予定者激励会

児童らに作品を説明する室谷さん

柳田小学校児童が室谷一家作品展を見学

　平成 18年 3月に京都府から能登町大箱に移り住んだ抒
じょじょう

情書

家・室谷一柊さん一家の作品展「墨から炭まで」展が、2月 5

日から 23日まで柳田教養文化館で開催されました。

　14 日には柳田小学校の 5年生 25 人が、書写の授業の一環

として作品展の見学に訪れました。室谷一柊さんと妻の朱琴さ

んは「作品に触れてどの筆を使うかなど想像してみてください」

と話し、作品一つ一つを説明しました。この日のために自宅ア

トリエから筆や墨を持ち込み「興味があったらアトリエに遊び

にきてほしい」と道具にも触れさせ、質問に答えていました。

抒情書家室谷氏の世界に触れる

スライドショーで写真の解説をする梅さん

　能登町冬の食イベント「しかたの風 in のと」が 2月 17日、県漁協能都

支所横の特設会場で開催され、町内外から訪れた約 1,500 人が冬の味覚を

満喫しました。たくさんのグルメ屋台や炉端焼きコーナーが設けられた会

場では、町の特産品や新鮮な魚介類が販売され、お目当ての品を買い求め

たり、味わったりする人で賑わいました。

　特設ステージで行われたアンコウの吊るし切りとマグロの解体には、た

くさんの人だかりができ、即売されるとあっという間に売り切れていまし

た。ステージではこどもみらいセンター「やっちゃ連」と「華
は な ふ ぶ き

風舞姫」の

よさこい演舞や弥榮太鼓なども披露され、イベントを盛り上げていました。

▼奄美大島で水揚げされたと
　いう 55 ㎏のクロマグロが
　手早く解体されました

▼朝獲れの新鮮な魚が並ぶのは宇出津な
　らでは

　１月 19日に輪島市のふらっと訪夢で「あなたが創る能登丼

コンテスト」が行われ、一次審査を通過した県内の男女５人が

腕を振るいました。試食審査の結果、上町の小谷内貴子さんが

つくった「あえのこと丼」が、最優秀作品に選ばれました。田

の神様を自宅に迎えてもてなす「あえのこと」でお膳に用意さ

れる料理を、小豆ご飯を敷き詰めた合鹿椀に盛りつけています。

　「あえのこと丼」は、奥能登ウエルカムプロジェクト推進協

議会からレシピの提供を受けた国民宿舎「能登やなぎだ荘」に

よって、２月９日の田の神送りの日に限定で販売されました。

最優秀「あえのこと丼」限定販売
あなたが創る能登丼コンテスト 裃姿で鬼たちに勢いよく豆をまき福を招く前田久雄さん（秋吉）

アマメハギ

　立春前夜、２月３日の夜に行われる伝統行事のアマメハギが

今年も秋吉・清真・河ヶ谷地区で行われました。この伝統行事

はサイケとよばれる手桶と竹で作った包丁を手にした鬼が厄払

いをしながら家々を訪問します。冬の間、長く囲炉裏にあたり

できた怠け者の印である火ダコ「アマメ」を削ぎ、農耕時期を

控えた人々の心を戒めたのがその由来とされています。

　小雨の降る中、秋吉地区では小中学生が扮した鬼たちが「ア

マメー」と声を上げながら町内を周り、出迎えた各家庭では「が

んばってね」の声とともに小銭やお菓子を手渡していました。

節分の夜に春の訪れを告げる鬼

表彰式でインタビューを受ける小谷内さん（写真右）
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2 月特産品や海の幸が一堂に会する
しかたの風 in のと


